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シ
リ
ー
ズ

○ 

～ ３年ぶりのウインタースポーツ大会 ～ 
　２月２２日、横根スキー場で、ウインタースポー
ツ大会が開催され、１０地区から計７００人が参加し
ました。１０人１組で参加する「全員集合競争」で
は、転んだり長靴が脱げたりしながらも、息を合
わせてゴールを目指す姿に、大きな声援が送られ
ていました。優勝は、北部地区でした。 

散歩道 散歩道 
白い森の 白い森の 



2

木を活かした家づくり
木造建築物を考えるセミナー

　

二
月
七
日
、
木
造
建
築
物
の
良
さ
を

考
え
る
「
課
題
と
展
望
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、

ア
ス
モ
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
木
造
建
築
物
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
町

商
工
会
と
白
い
森
住
宅
工
房
（
中
原
久

平
代
表
）
が
主
催
し
た
も
の
で
、
当
日

は
、
約
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
舟
渡
在
住
の
山
形

大
学
名
誉
教
授
の
塚
原
初
男
氏
が
、
木

材
資
源
の
地
域
内
利
用
に
つ
い
て
講
演

を
行
っ
た
ほ
か
、
一
級
建
築
士
ら
が
具

体
例
を
交
え
な
が
ら
、
木
の
良
さ
を
活

か
し
た
家
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
て
い

ま
し
た
。

体験しながら学ぶ地域の文化
体験！ 冬のマタギ生活2009

　

二
月
七
日
〜
八
日
、
小
玉
川
地
区
で
、

冬
の
マ
タ
ギ
生
活
を
体
験
す
る
ツ
ア
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
玉
川
マ
タ
ギ
衆
（
舟
山
堅
一
代
表
）

が
企
画
し
、
県
内
外
か
ら
の
参
加
者
十
四

人
に
加
え
、
地
域
文
化
を
学
ぶ
東
北
芸
術

工
科
大
学
の
学
生
七
人
も
参
加
。
マ
タ
ギ

と
一
緒
に
、
う
さ
ぎ
の
巻
き
狩
り
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
ツ
ア
ー
で
は
、
マ

タ
ギ
文
化
講
座
も
開
催
さ
れ
、
か
ん
じ
き

の
材
料
に
使
用
さ
れ
る
ク
ロ
モ
ジ
の
木
を

使
い
箸
づ
く
り
な
ど
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
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　ふるさと暮らし情報センター（東京
都中央区）で、１月２９日、本町をテー
マとした「山形暮らしセミナー」が開
催されました。セミナーは、都会で
暮らすかたに、山形の魅力を知って
もらおうと、県が企画したものです。
　セミナーでは、山遊亭金太郎師匠
による講演が行われたほか、茨城県
から本町に移住された関英俊さん（五
味沢）と、同地区でマタギでもある
斎藤重美さんがトークショーを行い、
地域の伝統文化を紹介していました。

町の魅力を発信
銀座で「山形暮らしセミナー」
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二
月
十
六
日
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
で
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
主

催
す
る
「
男
性
の
料
理
教
室
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
七
人
が
参
加
し
、
町
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト（
食
生
活
改
善
推
進
員
）

六
人
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
ビ
ビ

ン
バ
や
ひ
じ
き
の
白
和
え
な
ど
三
品

目
に
挑
戦
。
慣
れ
た
手
つ
き
で
下
ご

し
ら
え
を
し
て
い
た
参
加
者
は
、「
妻

が
入
院
し
た
と
き
、
料
理
を
学
ん
で

い
て
と
て
も
役
立
ち
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

料
理
教
室
は
、
月
一
回
開
催
さ
れ
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
申
し
込
み

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1/29

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

男子厨房に入るべし！？
男性の料理教室

　田沢頭や北地区のかたが
たなどで組織されている盤
昌寺護持会が、活力ある森
づくり活動を評価する山形
県間伐コンクールの保育間
伐部門で最優秀賞（知事賞）
を受賞し、２月１７日に山形
市で表彰を受けました。今
回は、同会の伊藤代表（田
沢頭）にその活動などにつ
いて伺いました。
　「地域の里山をきれいに
手入れしようと、これまで
は森林組合に委託して、定
期的に間伐を実施してきま
した。しかし今回は、森林
組合に指導を受けながら、
実際に役員自ら間伐に参加
し、調査を含め約２週間で
６反歩ほど手入れをしまし
た。受賞には、住民が直接
育林に関わる姿勢が評価さ
れたのだと思います。今後
も、緑環境税などの活用を
検討しながら、良い木を育
てていこうと考えていま
す。」

県間伐コンクール最優秀賞
盤昌寺護持会 代表
伊藤　実千昌 さん（写真右）

2/16

盤昌寺の大法良典住職と護持会役員
のかたがた



4

ス
ト
ッ
プ
温
暖
化

環
境
に
対
す
る
心
が
け

　

二
〇
〇
五
年
、
二
酸
化
炭
素

を
は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
目
標
を
定
め
た
京
都

議
定
書
が
発
効
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
は
、
一
九
九
〇
年
比
で
六

％
削
減
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
実
際
に
削
減
活
動
を
行

う
「
第
一
約
束
期
間
」
は
、
昨

年
四
月
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
て
、

二
〇
一
二
年
ま
で
。
現
在
、
国

は
、「
チ
ー
ム
マ
イ
ナ
ス
六
％
」

と
い
う
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
自
治
体
や
企
業
、
各
家

庭
で
も
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す

よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

現
代
生
活
に
不
可
欠
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
消
費
は
、
多
く
の
温

室
効
果
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
ま
す
。

し
か
し
、
日
常
生
活
で
の

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
、
私

た
ち
自
身
か
ら
二
酸
化
炭
素
の

排
出
を
削
減
し
て
い
く
こ
と
は

十
分
可
能
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
上
手
に
使
っ
て
い
く
た
め
、

そ
し
て
環
境
負
荷
の
少
な
い
暮

ら
し
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、

ま
ず
、
無
駄
な
消
費
に
気
を
付

け
る
心
が
け
が
大
切
で
す
。

　

町
で
も
、
平
成
十
八
年
に
小

国
町
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
、

重
点
事
項
の
一
つ
と
し
て
、「
ご

み
の
減
量
化
と
資
源
化
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

出
し
た
分
だ
け
負
担
す
る

ご
み
の
処
理
経
費

　

昭
和
四
十
六
年
、
本
町
を
含

む
置
賜
地
域
の
全
市
町
で
は
、

「
置
賜
広
域
行
政
組
合
」を
組
織

　

モ
ノ
が
あ
ふ
れ
た
現
代
。
過
剰
な
容

器
包
装
や
、
大
量
廃
棄
・
焼
却
に
よ
る

環
境
汚
染
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
町
の
現
状
や
レ
ジ
袋
削
減
運
動

な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ご
み

減
量
化
と
環
境
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

こっちでもこっちでも……

あっちでもあっちでも……

マイバックマイバック、、増増えていますえています！！！！

「「ごごみみ減減量量」」～～いいまま、、私私かからら～～「ごみ減量「ごみ減量」」～いま、私から～いま、私から～～特集
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し
、
ご
み
の
共
同
処
理
な
ど
を

行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

同
組
合
で
は
、千
代
田
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
や
長
井
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
南
陽
市

と
本
町
に
も
事
業
所
を
設
置
。

燃
え
る
ご
み
と
資
源
ご
み
は
千

代
田
へ
、
不
燃
ご
み
は
長
井
へ

と
い
う
よ
う
に
、
ご
み
の
種
類

に
応
じ
て
広
域
的
な
搬
入
・
処

理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

処
理
に
要
す
る
管
理
運
営
費

な
ど
に
つ
い
て
は
、
一
定
割
合

で
負
担
率
を
定
め
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
各
市
町
の
分
担
金
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
分
担

金
の
う
ち
、
約
九
割
が
各
市
町

か
ら
搬
入
さ
れ
る
ご
み
の
量
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
が
稼
働
を
は
じ
め
た
平

成
十
一
年
四
月
、
組
合
で
は
、

ご
み
袋
を
有
料
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ご
み
の
処
理
費
用
を
、

ご
み
袋
の
売
上
金
か
ら
も
ま
か

な
う
た
め
の
も
の
で
、
必
然
的

に
、
多
く
の
ご
み
を
出
す
と
、

そ
の
分
多
く
負
担
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ご
み
を
減
ら
す

こ
と
は
、
環
境
へ
の
負
担
だ
け

で
は
な
く
、
家
計
や
町
の
負
担

を
減
ら
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

生
活
系
ご
み
が
多
い

多
額
な
一
人
あ
た
り
処
理
費
用

　

置
賜
地
域
で
排
出
さ
れ
る
可

燃
ご
み
は
、
す
べ
て
千
代
田
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
ご
み
を
、
可
燃
・
不

燃
・
資
源
と
い
う
区
別
で
見
て

み
る
と
、
一
人
あ
た
り
の
年
間

可
燃
ご
み
排
出
量
は
、
約
二
百

十
一
キ
ロ
で
、
五
町
の
な
か
で

は
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
系
と
事
業
系
で

区
別
し
て
み
る
と
、
一
人
あ
た

り
の
年
間
生
活
系
ご
み
排
出
量

は
、
約
百
五
十
七
キ
ロ
で
、
南

陽
市
に
次
ぐ
多
さ
で
す
。

　

事
業
系
ご
み
は
、市
町
に
よ
っ

て
事
業
所
数
が
異
な
る
た
め
比

較
で
き
ま
せ
ん
が
、
可
燃
ご
み

な
ど
の
多
く
の
生
活
系
ご
み
は
、

処
理
機
能
の
中
核
を
担
う
千
代

田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
集
約

さ
れ
ま
す
。

　

処
理
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
、

平
成
十
九
年
度
の
千
代
田
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
清
掃
費

分
担
金
を
市
町
別
に
見
て
み
る

と
、
本
町
は
、
年
間
約
五
千
五

百
二
十
万
円
。
一
人
あ
た
り
で

は
、
年
間
五
千
八
百
八
十
円
ほ

ど
で
、
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

ご
み
削
減
の
カ
ギ
は
「
レ
ジ
袋
」

暮
ら
し
の
な
か
の
意
識
付
け

　

レ
ジ
袋
に
代
表
さ
れ
る
容
器

包
装
は
、
体
積
で
み
る
と
、
一

般
廃
棄
物
の
六
割
を
占
め
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
レ

１人あたり生活系ごみ量（Ｈ１９年度） 

米沢市 長井市 南陽市 高畠町 川西町 白鷹町 飯豊町 小国町 

２００ 

１５０ 

１００ 

５０ 

０ 

１４７．５ 
１２８．４ 

１９１．２ 

１３３．０ 

１０２．２ 

１３９．９ 

１０８．４ 

１５７．１ 

２５０ 

（㎏/年間） 

１人あたり可燃ごみ量（Ｈ１９年度） 

米沢市 長井市 南陽市 高畠町 川西町 白鷹町 飯豊町 小国町 

２５０ 

２００ 

１５０ 

１００ 

５０ 

３００ 

０ 

２７３．７ 

２２９．３ 

２７７．８ 

１８９．５ 
１７８．２ １８０．３ 

１８４．２ 
２１１．３ 

（㎏/年間） 

１人あたり清掃費分担金の千代田クリーンセンター分 
（Ｈ１９年度） 

米
沢
市
 

長
井
市
 

南
陽
市
 

高
畠
町
 

川
西
町
 

白
鷹
町
 

飯
豊
町
 

小
国
町
 

６，０００ 

５，０００ 

４，０００ 

３，０００ 

２，０００ 

１，０００ 

７，０００ 

（円/年間） 

０ 

４，７９３ 
４，３４１ 

５，２７３ 

３，９３７ ４，１９６ 
４，４１７ 

５，３８１ 
５，８８６ 
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レジ袋を削減すると！？ 

レジ袋１枚で… 

約３６０万枚 とすると… 

町の年間使用量 

ドラム缶３２４本分 

ジ
袋
は
、
原
油
を
も
と
に
製
造

さ
れ
る
た
め
、
最
近
で
は
、
化

石
燃
料
の
消
費
や
、
製
造
・
燃

焼
過
程
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素

の
抑
制
な
ど
の
点
か
ら
も
、
削

減
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し

て
い
ま
す
。
レ
ジ
袋
を
削
減
す

る
こ
と
は
、
ご
み
の
総
量
を
減

ら
す
こ
と
に
つ
な
が
り
、
処
理

経
費
の
軽
減
と
、
地
球
環
境
の

保
全
な
ど
に
大
き
く
影
響
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

全
国
で
年
間
使
用
さ
れ
て
い

る
レ
ジ
袋
は
、
約
三
百
億
枚
。

一
人
あ
た
り
、
平
均
し
て
一
日

一
枚
程
度
を
使
用
し
て
い
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
本
町
の
場
合
に
あ
て

は
め
て
み
る
と
、
年
間
約
三
百

六
十
万
枚
も
の
レ
ジ
袋
が
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
が
生
産
さ
れ
、
焼
却
処

分
さ
れ
る
ま
で
を
考
え
る
と
、

一
枚
あ
た
り
六
十
二
グ
ラ
ム
の

二
酸
化
炭
素
が
発
生
。
仮
に
、

使
用
さ
れ
た
レ
ジ
袋
す
べ
て
が

焼
却
処
分
さ
れ
た
と
す
る
と
、

年
間
二
百
二
十
三
ト
ン
の
二
酸

化
炭
素
が
発
生
す
る
こ
と
と
な

り
、
こ
れ
は
百
六
人
分
の
年
間

排
出
量
に
相
当
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
枚
に
つ
き
原
油
十

八
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
が
使
用
さ
れ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
た
め
、
年

間
で
は
、
町
内
で
六
万
四
千
八

百
リ
ッ
ト
ル
（
ド
ラ
ム
缶
三
百

二
十
四
本
分
）
も
の
原
油
が
、

レ
ジ
袋
と
い
う
形
で
使
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ふ
だ
ん
の
心
が
け
に
よ
っ
て
、

た
と
え
こ
の
半
分
で
あ
っ
て
も

減
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
町

全
体
で
は
、
大
き
な
環
境
貢
献

に
つ
な
が
り
ま
す
。

マ
イ
バ
ッ
ク

い
ま
、
で
き
る
こ
と
か
ら

　

現
在
、
町
で
は
、「
ご
み
減
量

運
動
推
奨
店
」
を
募
集
し
、
マ

イ
バ
ッ
ク
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
主
旨
に
賛
同
い
た
だ
い

た
商
店
や
施
設
な
ど
に
は
、
そ

の
証
明
と
し
て
プ
レ
ー
ト
を
交

付
し
、
利
用
者
へ
の
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
二
月
十
六

昨
年
の
小
国
町
文
化
祭
で
は
、
町
衛
生
組

合
連
合
会
が
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
「
マ

イ
バ
ッ
ク
の
絵
付
け
体
験
」
も
実
施

出典）温室効果ガスインベントリオフィス
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気
付
く
瞳
、
そ
の
先
に

　

レ
ジ
袋
を
一
枚
削
減
し
て
も
、

そ
れ
だ
け
で
大
き
な
成
果
が
期

待
で
き
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
実
践
の
輪
が
大

き
く
広
が
り
、
そ
れ
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
多
く
の
「
気
付
き
」

が
養
わ
れ
る
こ
と
は
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
全
体
を
見
直
す
き
っ

か
け
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

家
庭
か
ら
、
そ
し
て
子
ど
も
の

う
ち
か
ら
、
地
球
環
境
や
そ
の

将
来
に
関
心
を
も
つ
こ
と
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
社
会
に

お
い
て
、
と
て
も
大
切
な
視
点

と
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、町
民
が
主
体
と
な
っ

た
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
の

取
り
組
み
を
進
め
な
が
ら
、
今

後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

日
現
在
で
、
三
十
六
の
商
店
な

ど
が
協
力
。
一
月
に
運
動
を
開

始
し
て
か
ら
現
在
ま
で
、
順
調

に
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
す
る

か
た
が
た
の
姿
も
増
え
、
事
業

者
側
も
消
費
者
側
も
、
着
実
に

レ
ジ
袋
削
減
に
対
す
る
意
識
が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
町
で

は
、
五
月
三
十
日
（
ご
み
ゼ
ロ

の
日
）
ま
で
こ
の
運
動
を
継
続

し
、
そ
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

レ
ジ
袋
の
有
料
化
な
ど
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
カ
ギ
「
生
ご
み
」

　

可
燃
ご
み
の
重
量
を
考
え
た

場
合
、
最
も
重
量
比
率
の
高
い

ご
み
は
、
水
分
を
多
く
含
ん
で

い
る
生
ご
み
で
す
。
排
出
量
に

よ
る
費
用
分
担
金
は
、
重
量
を

基
準
と
す
る
た
め
、
ご
み
の
量

を
減
ら
す
と
同
時
に
、
そ
の
重

さ
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
生
ご
み
を
出
す
場
合
は

水
気
を
よ
く
切
る
ほ
か
、
な
る

べ
く
排
出
し
な
い
よ
う
「
食
べ

残
し
を
し
な
い
」「
作
り
す
ぎ
な

い
」
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

し
か
し
近
年
は
、
ご
み
処
理

施
設
の
機
能
が
高
ま
り
、
水

分
を
含
ん
だ
生
ご
み
を
可
燃

ご
み
と
し
て
出
せ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
結
果
、
可
燃
ご

み
に
占
め
る
生
ご
み
の
量
が

増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
現
在
、
生
ご
み
の

排
出
を
抑
制
す
る
た
め
、
家

庭
用
な
ど
の
「
生
ご
み
処
理
機

械
購
入
」
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
ほ

か
、
町
衛
生
組
合
連
合
会
で
も
、

家
庭
の
生
ご
み
堆
肥
化
を
促
進

す
る
た
め
、
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
の

設
置
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　ごみの分別は普及してきましたが、いま
大切なのは、ごみ自体を出さない努力をす
ること。連合会では、商工会や関係団体と
話し合いを重ね、ごみ減量化の取り組みを
進めています。街頭啓発をとおして、マイ
バック利用率も高まっていると実感してい
ます。
　レジ袋削減だけではなく、分別のさらな
る細分化など、検討すべき対策はたくさん
あります。しかし、まずはできる事から。小
さな活動であっても、多くのかたが取り組
めば、それだけ大きな成果を生みだします。

時間をかけずに堆肥化できる家庭用生ごみ処理機

小国町衛生組合連合会

本間　芳夫 会長

小さなこと

だからこそ、みんなで
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芋

咽

允

員

鰯鰯

鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印

　

二
月
十
九
日
、
総
合
セ
ン

タ
ー
で
、
県
立
高
校
再
編
に
関

す
る
地
域
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、

町
民
や
教
育
関
係
者
な
ど
約
六

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
今
後
必
要
と
な
る
西
置
賜

地
区
の
高
校
再
編
整
備
に
、
地

域
の
声
を
活
か
そ
う
と
県
教
育

委
員
会
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　

説
明
会
で
は
渡
部
泰
山
県
教

育
次
長
が
、「
結
論
あ
り
き
で
は

な
く
、
み
な
さ
ん

の
率
直
な
声
を
お

聞
き
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い

て
、
田
中
芳
昭
高

校
改
革
推
進
室
長

が
、
再
編
計
画
や

西
置
賜
地
区
の
現

状
、
検
討
の
進
め

方
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
環
境
を
学

ぶ
新
し
い
学
科
の
設
置
が
で
き

な
い
か
」、「
地
域
事
情
を
考
え

て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
有
識
者
で
組
織
す

る
検
討
委
員
会
が
、
説
明
会
や

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、

来
年
度
末
ま
で
に
報
告
書
を
ま

と
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

県
教
委
に
よ
る
と
、
平
成
十

六
年
に
約
七
百
六
十
人
だ
っ
た

西
置
賜
の
中
卒
者
数
は
、
平
成

二
十
六
年
に
は
五
百
七
十
人
。

教
育
の
適
正
規
模
を
確
保
す
る

に
は
、
現
在
よ
り
、
四
学
級
程

度
削
減
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

「存続にむけては、定員確保など町民みなさ
んの力が必要。小国の地域性や特殊性は、
私も感じています」と語る田中室長

雪
の
結
晶
っ
て
ど
ん
な
形
？

 

子
ど
も
体
験
教
室
の
冬
遊
び

　

一
月
三
十
一
日
、
町
民
広
場

と
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

子
ど
も
体
験
教
室
「
お
ぐ
に
の

冬
遊
び
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
十
四
人
の
小
学
生
は
、

雪
の
な
か
で
リ
ン
ゴ
探
し
ゲ
ー

ム
を
し
た
ほ
か
、
顕
微
鏡
で
雪

の
結
晶
を
観
察
し
た
り
し
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
講
師
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
お
手
玉
づ
く

り
に
も
挑
戦
。
小
豆
を
入
れ
、

針
と
糸
で
上
手
に
縫
い
合
わ
せ

て
い
ま
し
た
。

西
置
賜
の

高
校
再
編
を
考
え
る

地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域
説説説説説説説説説説説説説説
明明明明明明明明明明明明明明

地
域
説
明
会会会会会会会会会会会会会会会

　

一
月
二
十
四
日
〜
二
十
五
日
、

都
内
で
開
催
さ
れ
た
全
国
中
学

生
創
造
も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ

ア
で
、
叶
水
中
学
校
の
生
徒
二

人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
部
門
で
は
、

篠
塚
ゆ
り
あ
さ
ん
（
二
年
）
が

「
天
然
杉
と
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
蔓
の

椅
子
」
を
出
品
し
、
林
野
庁
長

官
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
時
間
内

に
木
工
作
品
を
仕
上
げ
る
部
門

で
は
、
新
井
優
太
く
ん
（
三
年
）

が
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ
ア 

 

叶
水
中
か
ら
二
人
が
入
賞
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小
国
小
の
児
童 

 

空
き
缶
を
車
イ
ス
に

　

二
月
九
日
、小
国
小
学
校（
佐

藤
健
治
郎
校
長
）
で
、
さ
い
わ

い
荘
へ
の
車
イ
ス
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
車
イ
ス
は
、
児

童
が
三
年
に
わ
た
り
収
集
し
た

ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
売
り
上
げ
で

購
入
。
安
部
靖
夫
荘
長
は
、「
心

の
こ
も
っ
た
車
イ
ス
を
大
切
に

使
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

人
権
擁
護
委
員
に 

 

鈴
木
惠
子
さ
ん（
緑
町
）

　

二
月
十
三
日
、
本
年
度
最
終

回
と
な
る
食
農
体
験
学
習
講
座

が
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
農
業
振
興
公
社

か
ら
講
師
を
迎
え
、
二
十
四
人

の
参
加
者
が
、
大
豆
を
す
り
つ

ぶ
し
て
作
る
呉
汁
や
、
わ
ら
び

を
使
っ
た
料
理
づ
く
り
に
挑
戦
。

同
講
座
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
農

作
物
の
植
え
付
け
や
、
漬
物
づ

く
り
な
ど
、
食
文
化
を
学
ぶ
実

践
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
が
、
二
月

十
四
日
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
雑
穀
料
理
づ
く
り

に
親
子
三
十
五
人
が
参
加
。
こ

の
ほ
か
、
お
ぐ
に
保
育
園
の
保

育
士
で
結
成
す
る
劇
団
「
プ
チ

ト
マ
ト
」
に
よ
る
人
形
劇
が
披

露
さ
れ
、
会
場
は
笑
い
声
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

伝
統
の
食
文
化
を
学
ぶ 

 

食
農
体
験
学
習
講
座

　

町
の
新
し
い
人
権
擁
護
委

員
に
、
一
月
か
ら
、
鈴
木
惠
子

さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
か

た
が
た
で
、
住
民
の
基
本
的

人
権
を
守
る
た
め
に
、
人
権

意
識
の
啓
蒙
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
心
配
ご
と
や
、
困

り
ご
と
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
任
期
は
三
年
で
す
。

雑
穀
料
理
と
人
形
劇 

 

こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
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二
月
二
十
二
日
、
横
根
ス

キ
ー
場
で
、
町
体
育
協
会
の
功

績
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
体
育
振
興
に
お
け

る
功
績
や
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に

お
け
る
活
躍
な
ど
を
た
た
え
る

も
の
で
、
当
日
は
、
感
謝
状
が

二
個
人
、
表
彰
状
が
六
個
人
一

団
体
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

実
践
活
動
に
活
か
す
た
め

　

町
教
育
委
員
会
主
催
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
研
修
会
が
、
二
月
十

六
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
町
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
十
五
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
ア
イ
ス
ブ

レ
ー
キ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
緊
張

を
ほ
ぐ
す
手
法
を
テ
ー
マ
に
、

実
践
活
動
へ
の
活
用
方
法
を
学

ん
で
い
ま
し
た
。

町
体
協
が
功
績
者
に 

 

感
謝
状
と
賞
状
を
贈
呈

　

二
月
十
六
日
、
第
三
回
森
林

セ
ラ
ピ
ー
研
究
会
が
、
役
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
最
後
と
な
る
今
回
の

研
究
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
町
の
環

境
を
活
か
し
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー

の
展
開
策
が
活
発
に
話
し
合
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
有
識
者
の
か
た
が

た
か
ら
助
言
を
受
け
な
が
ら
、

今
後
の
取
り
組
み
方
法
な
ど
の

検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
気
軽
に
訪
れ
た
く
な
る
空
間
づ
く
り

が
大
切
」
と
話
す
住
空
間
工
房
代
表
の

早
坂
み
ど
り
委
員

森林セラピー研究会
～専門家を交え、展開方針を確認～

県
森
林
組
合
連
合
会
が 

 

木
製
ベ
ン
チ
を
寄
贈

　

二
月
二
十
三
日
、
役
場
で
、

県
森
林
組
合
連
合
会
が
、
木
製

ベ
ン
チ
十
脚
を
町
に
寄
贈
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
県
内
の
森
林

資
源
を
有
効
に
活
用
し
よ
う
と
、

同
連
合
会
が
間
伐
材
で
制
作
し

た
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
福
祉
、
教
育
、
観

光
な
ど
の
各
施
設
に
設
置
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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巧
妙
化
す
る
手
口
に
注
意

　

総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
二
月
十

二
日
、
振
り
込
め
詐
欺
に
対
す

る
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

暮
ら
し
を
考
え
る
会
（
渡
部
八

江
会
長
）
が
主
催
し
た
こ
の
講

習
会
に
は
、
町
婦
人
会
な
ど
か

ら
約
二
十
人
が
参
加
。
小
国
警

察
署
の
職
員
に
よ
る
講
話
や
、

寸
劇
を
と
お
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
口
に
対
す
る
知
識
を
学
ん

で
い
ま
し
た
。

大
事
な
年
金
を
守
る
た
め

　

二
月
十
三
日
に
は
、
山
形
銀

行
小
国
支
店
で
、
小
国
警
察
署

と
町
防
犯
協
会
に
よ
る
振
り
込

め
詐
欺
撲
滅
の
た
め
の
街
頭
広

報
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

詐
欺
の
予
防
を
図
る
た
め
、
年

金
支
給
日
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

　

昨
年
一
年
間
の
県
内
に
お
け

る
被
害
は
、
百
三
十
九
件
に
の

ぼ
り
、
被
害
額
は
十
一
億
円
を

超
え
て
い
ま
す
。
太
田
富
雄
警

察
署
長
は
、「
不
景
気
に
も
関
わ

ら
ず
、
詐
欺
被
害
が
増
え
つ
つ

あ
る
」
と
、
一
人
ひ
と
り
の
予

防
意
識
を
高
め
て
い
く
よ
う
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。

「オレオレ、携帯電話の番号変わった」
は要注意！ 警察では、ＡＴＭ利用者を
中心に声かけを実施

そ
の
話
、
信
用
し
て
大
丈
夫

そ
の
話
、
信
用
し
て
大
丈
夫
？？

振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐
欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺

増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増
加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

振
り
込
め
詐
欺 
増
加
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中

警察職員らによる寸劇。最近では
宅配便を悪用するケースも発生

「
禅
」
で
心
も
健
康
に

　

毎
週
水
曜
日
に
行
わ
れ
て
い

る
す
っ
き
り
ボ
デ
ィ
チ
ャ
ン
レ

ジ
隊
で
、
二
月
四
日
、
新
た
な

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
禅
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、「
動
」
の
健
康

づ
く
り
が
中
心
で
し
た
が
、
今

回
は
「
静
」
を
テ
ー
マ
に
心
の

健
康
づ
く
り
と
し
て
実
施
。
参

加
し
た
二
十
五
人
は
、
鈴
木
良

典
氏
（
光
岳
寺
副
住
職
）
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り

と
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
、

呼
吸
を
整
え
て
い
ま
し
た
。

定
額
給
付
金
詐
欺
に
注
意

　

ま
た
同
じ
く
十
三
日
、
小
国

警
察
署
と
町
金
融
機
関
防
犯
協

会
に
よ
る
定
額
給
付
金
詐
欺
撲

滅
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
が
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

今
後
定
額
給
付
金
を
語
る
詐
欺

の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
行
政
と
関
係
機
関
が
連
携

し
て
、
意
識
啓
発
を
呼
び
か
け

る
も
の
で
す
。

　

伝
達
式
で
は
、
被
害
撲
滅

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
町
長
に
手
渡
さ

れ
た
ほ
か
、
啓
発
用
の
テ
ィ
ッ

シ
ュ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
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自
衛
官
募
集

■
募
集
職
種

　

�
一
般
幹
部
候
補
生

　

�
一
般
曹
候
補
生

　

�
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公

募
・
技
能
公
募
）

■
受
験
資
格　

�
は　

歳
〜　

２０

２５

歳
、
�
は　

歳
〜　

歳
、
�

１８

２６

一
般
公
募
は　

〜　

歳
、
技

１８

３３

能
公
募
は　

歳
以
上

１８

■
受
付
期
間　

�
�
は
４
月
１

日
〜
５
月　

日
、
�
は
４
月

１２

　

日
ま
で

１３
■
そ
の
他　

詳
し
い
手
続
き
な

ど
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

自
衛
隊
米
沢
地
域

事
務
所
（
緯
０
２
３
８
―　
２３

―
０
０
１
１
）
へ

労
働
基
準
監
督
官
募
集

■
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月

５５

２
日
〜
昭
和　

年
４
月
１
日

６３

に
生
ま
れ
た
か
た
。
ま
た
は
、

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に

６３

生
ま
れ
た
大
卒
程
度
の
学
力

を
有
す
る
か
た

■
受
付
期
間

　

４
月
１
日
〜　

日
ま
で

１４

■
そ
の
他　

申
込
書
は
各
労
働

基
準
監
督
署
に
用
意
し
て
い

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

米
沢
労
働
基
準
監

督
署
（
緯
０
２
３
８
―　

―
２３

７
１
２
０
）
へ

平
成　

年
歌
会
始
詠
進
歌
募
集

２２

■
お　

題　
「
光
」

■
詠
進
要
領

・
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
短

歌
で
未
発
表
の
も
の

・
一
人
一
首
と
し
ま
す
。

・
用
紙
は
、
半
紙
を
横
長
に
使

用
し
毛
筆
で
直
筆
し
て
く
だ

さ
い
。

■
受
付
期
限　

９
月　

日
３０

■
郵
送
先　

　

〒
１
０
０
―
８
１
１
１

　

宮
内
庁

■
問
合
先　

宮
内
庁
式
部
職
あ

て
に
、
返
信
用
切
手
を
貼
っ

た
封
筒
を
添
え
て
問
い
合
せ

て
く
だ
さ
い
。

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

　
　
　

設
置
助
成
制
度
説
明
会

■
日　

時　

３
月
８
日
蚊

　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

■
場　

所　

�
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
杉
沢
事
務
所

■
内　

容　

置
賜
地
域
地
球
温

暖
化
対
策
協
議
会
の
助
成
制

度
説
明
（
平
成　

年
度
分
）、

２１

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
展
示

■
問
合
先　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
を
考
え
る
会
（
緯　
６２

―
２
７
４
６
）
へ

安
積
校
長
と
う
さ
ぎ
鍋

■
日　

時　

３
月
８
日
蚊

　

午
後
１
時　

分
〜
開
会

４５

■
場　

所　

水
源
の
郷
交
流
館

■
内　

容　

安
積
力
也
校
長

（
基
督
教
独
立
学
園
高
校
）の

講
話
、
歌
声
発
表
会
な
ど

■
問
合
先　

東
部
地
区
振
興
協

議
会
（
渡
部
緯　

―
２
２
０

６５

８
）
へ

お
き
た
ま
食
育
フ
ェ
ア

■
日　

時　

３
月
８
日
蚊

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

■
場　

所　

ア
ク
テ
ィ
ー
米
沢

■
内　

容

　

斎
藤
真
由
美
氏
（
元
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
女
子
全
日
本
代
表
）

に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど

■
申
込
先　

置
賜
総
合
支
庁
産

業
経
済
企
画
課
（
緯
０
２
３

８
―　

―
６
０
４
２
）
へ

２６

おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーー 皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ
町長室専用ＦＡＸ　緯 ６２－２６１１

募  
集

ご
案
内

お 知 ら せ コ ー ナコ ー ナ ーー

催  
し

書式図（横長） 

お
題 
「

光

」 
、
、
、
、
、
、 

、
、
、
、
、
、 

〒 

住
　
　
所 

電
話
番
号 氏

　
　
名 

生
年
月
日 

職
　
　
業 ふ

り
が
な

 

（
山
折
り
） 
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おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーー

　左の表は２月１６日現在の求人
内容です。無効になっている場
合もありますのでご了承くださ
い。※詳しいことは、ハローワー
ク長井（緯８４―８６０９）へ

求 人 情求 人 情 報報

　今月の口座振替日は、次の
とおりです。振替前日まで指
定口座に入金してください。
●３月２６日昭　水道料
●３月３１日昇　後期高齢者保
険料９期、国民健康保険税
９期、介護保険料、下水道
料・簡易水道料、住宅使用
料、保育料
■問合先　税務出納課へ

今月の納税

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

■
日　

程　

３
月
３
日
、　

日
、

１０

　

日
子
育
て
講
座
「
記
念
品

１７づ
く
り
と
お
別
れ
会
」、　

日
２４

■
時　

間　

午
前　

時
〜

１０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前

の
子
ど
も
と
お
家
の
か
た

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

■
日
程
と
場
所

　

３
月
５
日
、　

日
１９

　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

　

３
月　

日
１２

　
　
　

お
ぐ
に
保
育
園

■
時　

間　

午
前　

時
〜

１０

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前

の
子
ど
も
と
お
家
の
か
た

☆
こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
☆

■
日　

時　

３
月
７
日
臥

　

午
前
９
時　

分
〜

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

親
子
体
操
、
い
ち

ご
大
福
づ
く
り

■
申
込
期
限　

３
月
５
日
牙

■
問
合
先

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

お 知 らお 知 ら せせ　 コ ー ナ ー

●新着図書

◇アイスクリン強し 畠中　　恵

◇犯意 乃南　アサ・園田　　寿

◇いのちの輝き感じるかい

 斎藤　　晶

◇直江兼続の義と愛　 火坂　雅志

◇隠蔽捜査　 今野　　敏

◇元職員　 吉田　修一

◇間違いだらけのエコ生活

 武田　邦彦

◇クマは眠れない　 米田　一彦

◇横川ふるさとへの想い　 小国町

※ほか多数入りました

●休館日　毎週月曜日、３月２０日

総合センター図書室から総合センター図書室から

今月の町長と語る日は３月２３日捷です。
お気軽においでください。

勤務時間求人数職　　種事　業　所　名

８：００～１７：００１人土木施工管理技士遠 藤 建 設 ㈱

８：４５～１８：００１人レジ係㈲ 蔵 王 ス ト ア ー

９：００～１８：００１人営業㈱ ケ イ ー プ ロ ダ ク ツ

８：００～１７：００２人電気工事（見習い可）ハ イ コ ー ㈱

８：００～１７：００４人土木施工管理技士（見習い可）ほか㈱ 横 川 建 設

８：００～１７：００２人型枠大工ほか安 部 工 業 ㈱

８：００～１７：００７人ダンプ・重機運転士ほか大 河 内 産 業 ㈲

８：３０～１７：３０ほか２人看護師、洗濯員特別養護老人ホームさいわい荘

８：００～１７：００ほか５人製造員ほか㈱ 小 国 製 麺

９：００～１５：００３人教育相談員及び学習支援員小 国 町 教 育 委 員 会

６：００～１５：００ほか１５人電気メンテナンスほか㈱ 山 芳 工 務 店

９：００～１６：４５１人事務員東北森林管理局置賜森林管理署

８：３０～１７：１５１人事務補助（臨時）北陸地方整備局飯豊山系砂防事務所

８：００～１７：００２人技術員小 国 開 発 ㈱

８：３０～１７：１５ほか２人介護員ほか小国町介護老人保健施設温身の郷

９：００～１８：００間５時間程度３人販売他㈲白い森よこね物産品直売所

８：３０～１０：３０
１５：００～１７：００

１人臨時雇用職員（運転業務）小 国 町 役 場
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ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）緯６２－２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）緯６１－１０００　子育て支援センター緯６２－２３３０
町民体育館緯６２－５４２１　町立病院緯６１－１１１１　老人保健施設緯６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

保健カレンダー
場　所対象（生まれた月）受付時間月日乳幼児健診

健康管理センター
※持ち物
　母子健康手帳、
問診票（３歳児
健診のみ）

平成２０年１２月１３：１０～１３：２０
４／２４

４カ月児健診

平成２０年４月１３：００～１３：１０１歳児健診

平成１７年８月～１０月１２：３０～１３：００４／１７３歳児健診

■問合先　健康福祉課へ

相相 談談
年金相談

■日　時　３月１８日我
　受　付　１０：３０～１４：３０
　相　談　１１：００～
■場　所　役場町民相談室
■対応者　社会保険事務所職員
■問合先　町民課へ

人権相談所

■日　時　３月２７日画
　　　　　１０：００～１２：００
■場　所　総合センター
■対応者　町人権擁護委員など
■問合先　町民課へ

山形県労働委員会

労働関係無料相談

　解雇や賃金に関するトラブル
解決のお手伝いをします。
■問合先　山形県労働委員会
（緯０２３－６３０－２７９３）へ

県青年司法書士協議会

労働・借金のお悩み１１０番

■日　時　４月１１日臥
　　　　　１０：００～１６：００
■相談番号　０２３－６１５－６０８６
　（当日のみの臨時電話です。
相談は無料）

　３月１日～７日は、建築物防災週間です。
思わぬ事故や災害時の被害を軽減するため、
建物のメンテナンスを実施しましょう。
■問合先　地域整備課へ

建築防災週間で建築防災週間ですす

法務局の各種証明書が

長井市役所で交付できます

　法務局長井支局が、米沢支局に統合され
たことに伴うサービス低下を防ぐため、長
井市役所第２庁舎に証明書交付窓口が設置
されています。
■利用時間　９：００～１２：００、１３：００～１６：３０
■取扱業務　不動産及び会社・法人の登記
事項証明書、会社・法人の代表事項証明
書及び印鑑証明書（印鑑カード及び代表
者の生年月日記入が必要です）
■問合先　法務局米沢支局（緯０２３８－２２－
２１４８）へ

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

　健康管理センターでは、高齢者や障害者
に関する介護・福祉・保健・医療などにつ
いて、各分野の専門の職員が、個別に相談
に応じています。
　また、電話相談や訪問相談などもできま
すので、気軽にお問い合わせください。
■問合先　健康福祉課（緯６１－１００１）へ

活用してください

地域包括支援センター
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小国町役場緯６２－２１１１廠　ＦＡＸ６２－５４６４ 行政管理室緯６２－２１１２ 政策企画室緯６２－２２６４
住民窓口担当・町民生活担当緯６２－２２６０ 国保医療担当緯６２－２２６１ 税政管理室緯６２－２４０３
出納室緯６２－２４０６　　　　　　　 農林振興室緯６２－２４０８ 商工振興室・交流推進室緯６２－２４１６
建設管理室・上下水道室緯６２－２４３１ 建設技術室緯６２－２４３２ 議会事務局緯６２－２４４８

■対象者
　平成２１年２月１日現在に本町に住
所を有し、６５歳以上のかたで構成
される世帯（町営住宅や県営住宅
は対象外となります）
■配布方法
　住宅用火災警報器１個を、３月中
旬以降に対象世帯へ配布します。
■設置と経費
　設置と設置後の管理については、
使用する世帯で各自行ってくださ
い。

■その他
　・消防法の改正により、平成１８年

６月１日以降に新築された住宅
には、寝室へ火災警報器を設置
することが義務付けられていま
す。

　・住宅の構造上、複数必要な場合
もありますので、設置方法につ
いて疑問のある場合はお問い合
わせください。

■問合先　町民課または消防署小国
分署（緯６２－２１５４）へ

　町では、町民の生命と財産を火災から守るため、住宅用火災警報器を
無料で配布することとしました。

　国道１１３号村上市南新保～同市坂町間の延長約４．０娃区間が開通します。
　道路幅が狭い箇所や、大型車両通行禁止区間が解消され、現在建設中の日
本海沿岸東北自動車道荒川Ｉ．Ｃ（仮称）と、国道７号及び主要地方道新潟新
発田村上線へのアクセス機能の強化が図られます。

■問合先　工事に関しては、羽越河川国道事務所工務第二課（緯０２５４－６２－
６０３６）または、村上地域振興局道路課（緯０２５４－５２－７９６０）へ。管理に
関しては、村上地域振興局維持管理課（緯０２５４－５２－７９５９）へ

■開通区間
　荒川道路：
　村上市南新保～同市坂町
　（約３．６娃区間）
　乙バイパス：
　村上市南新保（約０．４娃区間）
■開通日時
　平成２１年３月２１日
　午後３時ごろ

65歳以上の世帯に　住宅用火災警報器を無料配布

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号 荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路ががががががががががががががががががががががががががががが開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通しししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままま国道１１３号　荒川道路が開通しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１月２１日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
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人  口　男 … 4,544人（－8） 

女 … 4,783人（－12） 

計 … 9,327人（－20） 

世帯数 　　3,264世帯（＋2） 

平成21年1月31日現在 

人口のうごき 

おくやみ申し上げます。 

中津川　ナ　ツ 

渡　部　深　雪 

下　山　マ　サ 

村　田　正　子 

　　橋　よしゑ 

斎　藤　真菜美 

小　池　俊　一 

山　口　佳　伸 

河　内　忠　一 

　　橋　トミヱ 

佐　藤　清　治 

櫻　井　親　男 

栄 町  

岩 井 沢  

　 北 　  

小国小坂町 

沼 沢  

若 山  

越 中 里  

叶 水  

若 山  

緑 町  

兵 庫 舘  

沼 沢  

(84) 

(78) 

(79) 

(92) 

(95) 

(21) 

(84) 

(57) 

(87) 

(89) 

(69) 

(82)

誕生おめでとうございます。 

ふ ぶ き  

岩 井 沢  遠　藤　風　吹 
圭　次 
　愛 （ 

沼 沢  井　上　こころ 
賢　和 
　愛 （ 

ゆ う だ い  

岩 井 沢  寒河江　雄　大 
　純 
夕　子 （ 

め い と  

岩 井 沢  　　橋　明　杜 
泰　弘 
美　紀 （ 

　今回は、シニアサロン「風ぐるま」を
訪ねました。

職場を訪ねて 職場を訪ねて ⑪ ⑪ 

　シニアサロン「風ぐるま」は、住宅型
の老人ホームで、現在、利用者は５人。
７人の職員が２４時間体制で交代勤務して
いるほか、訪問介護も行っています。
　定年後、第２の人生としてヘルパーの
資格を取得し、介護員として働いている
佐藤勇一さん（幸町）は、「施設規模が大
きくないので、その分、明るく家族的な
雰囲気に包まれて仕事をしています。身
の回りのサポートから料理などにいたる
まで、職員１人が担う仕事はさまざまで
すが、そこに楽しさを感じて、やりがい
につながっています。高齢の利用者もい
るので、常に安全に配慮し、特に夜間は
気を抜かないようにしています」と話し
ていました。

～シニアサロン「風ぐるま」～

自
ら
採
っ
て
き
た
と
い
う
初
物
（
フ
キ
ノ

ト
ウ
）を
手
に
、「
今
日
は
天
ぷ
ら
に
し
よ

う
」と
話
し
か
け
る
佐
藤
さ
ん（
左
）

　

先
日
、
国
内
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
新
た
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
カ
ー
を
売
り
出
し
ま
し
た
。

こ
の
不
況
の
な
か
、
わ
ず
か

十
一
日
間
で
、
月
間
目
標
台

数
五
千
台
の
二
倍
を
受
注
。

あ
ら
た
め
て
、
消
費
者
側
の
環
境
意

識
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

一
方
、
今
月
の
特
集
で
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
い
た
本
間
会
長
か
ら
は
、

耳
の
痛
く
な
る
話
も
。「
町
内
で
は
多

く
の
学
校
で
、
道
路
の
ご
み
拾
い
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
捨
て
て
い

る
大
人
は
、
子
ど
も
に
拾
わ
せ
て
恥

ず
か
し
く
な
い
の
だ
ろ
う
か
」。環
境

だ
け
で
は
な
く
、
心
も
き
れ
い
で
あ

り
た
い
も
の
で
す
。
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